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【様式】
令和２年度 学校マネジメントシート

学校名（ 松阪工業高等学校 全日制 ）

１ 目指す姿

⑴ 目指す学校像 ○社会人として必要とされる人材となるために、挨拶をはじめとする基本的生活習
慣を身につけ、人権感覚豊かな人間性を磨く学校

○専門学科における知識、技術の習得に意欲や向上心を持ち、技術者として通用す
る専門性を養うとともに、地域からの信頼に応える学校

○文武両道に成果を示すことのできる生き生きとした学校

⑵ 育みたい ○基本的生活習慣と高いコミュニケーション能力を身につけた人権感覚豊かな生徒
生徒像 ○仲間を大切にしながら部活動や資格取得等の取組を活発に行う生徒

○希望の進路実現に向けて主体的、積極的に行動する生徒

ありたい ○生徒の個性を伸ばしながら人間性を高めることを常に意識し、生徒の成長を自ら
教職員像 の喜びとする教職員

○生徒の進路実現を目指し、基礎学力の向上や専門的な知識・技術の習得等に向け
た弛まぬ努力を行う教職員

２ 現状認識

⑴ 学校の価値を 〈生徒〉希望進路の実現。わかりやすい授業の実施と基礎学力の向上。充実した学
提供する相手と 校行事や部活動等の実施。
そこからの要求 〈保護者〉基礎学力の向上。希望進路の実現。施設・設備等の教育環境の充実。学
・期待 校行事等への参加機会の増加。

〈地域（含む小中学校、就職・進学先）〉社会人としての基本的生活習慣や礼儀の
養成。技術者としての広範な知識と高いコミュニケーション能力の育成。奉仕活
動等の地域連携の充実。

⑵ 連携する相手 連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待
と連携するうえ
での要望・期待 〈保護者・地域〉同上 〈保護者・地域・同窓会〉ＰＴＡ活動、

〈同窓会〉本校の歴史と伝統を十分に理 地域行事、インターンシップ、講演会
解し、本校生徒としての誇りと自覚を 等による学校経営への参画。
持つ、社会に有為な人材の育成。

⑶ 前年度の学校 ○入学志願者の確保という点からも、取組の成果を小学生に披露したり、他の高校
関係者評価等 が取り組んでいない分野で中学校と連携を図ったりするなど、学校、特に専門（工

業）高校としての魅力をよりアピールする工夫が必要である。

⑷ 現状と 教育 ○教職員は、教科指導をはじめ、部活動指導や資格取得支援等で自律的な教育活動
課題 活動 を展開しているが、質の向上という点で改善・工夫の余地がある。

○生徒は、挨拶や礼儀等の基本的な生活習慣を身につけつつあるが、コミュニケー
ション能力の十分な習得には至っていない。

学校 ○本校への関心が高まり、諸行事への協力等の地域からの要請が増加しているが、
運営 生徒や教職員の間には多忙感も少なからず生じている。
等 ○ホームページや学校新聞「せきへきたましい」等による魅力的な広報活動を進め

ているが、一定の志願者数の確保には繋げられていない。
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３ 中長期的な重点目標

教 ○生徒が自己肯定感（自尊感情）を高められるよう、基礎学力の向上、部活動指導や資格取得支
育 援の取組を推進するとともに、特別支援教育や教育相談の充実を図る。
活 ○生徒が自己の在り方生き方を主体的に考えられるよう、「生徒指導は進路指導」の認識の下、
動 基本的生活習慣の確立の取組を推進するとともに、コミュニケーション能力等の社会的・職業

的自立に向けて必要となる資質・能力の育成を図る。
○生徒が互いの良さや個性、多様な考えを認め合い、自主的・実践的に活動できるよう、人権教
育、道徳教育、命を大切にする教育、主権者教育の充実を図る。

学 ○生徒が主体的・対話的で深い学びができるよう、授業改善を推進するとともに、教育課程の改
校 善や人的・物的体制の確保等による教科等横断的な学習の充実を図る。
運 ○中学生や地域住民が本校を魅力あふれる学校として認知できるよう、日々の情報発信をはじめ
営 とする広報活動を推進するとともに、地域活動等における連携・協働を図る。
等 ○教職員が健康を維持し、意欲を持って教育活動を継続できるよう、総勤務時間縮減に向けた取

組を推進する。

４ 本年度の行動計画と評価
（１）教育活動

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組

項目 取組内容・指標 結果 備考

教科等指導 （１）基礎学力の定着を図る。 （１）臨時休校の影響を最小限 ※◎
【活動指標】①基礎力診断テスト等の取組の定 とするよう、テスト日程や補習
期的な実施と学力水準の適切な把握。②補習 方法の変更等を行った。一方で、
等の効果的な指導の充実。 補習については、英語以外に国

【成果指標】診断結果「Ｄゾーン」生徒数の減 語と数学を追加し、新しい手法
少。 も採り入れた。

（２）適切かつ効果的な部活動指導に努める。 （２）感染症拡大防止による活
【活動指標】①意欲的な参加機会の創出と生活 動の自粛等があったが、各部が
とのバランスを考慮した活動の保障。②達成 工夫しながら活動できた。
感・充実感をもたらす指導の充実。 （３）感染症拡大防止による試

【成果指標】大会等で楽しさや喜びを実感する 験の中止等があり、受検者数は
生徒数の増加。 昨年度の６割程、ジュニアマイ

（３）資格取得の奨励に努める。 スター（金・銀）顕彰数は昨年
【活動指標】①主体的・積極的な受験（受検） 度の７割程となったが、試験全
機会の創出と補講等の効果的な支援の充実。 体の合格率は昨年度（６２％）
②資格取得者の一定数の確保。 より上昇し、６９％となった。

【成果指標】ジュニアマイスター顕彰優良校と また、本校史上初の第二種電気
しての認定。 主任技術者試験の合格者も出せ

た。

生徒指導 （１）基本的生活習慣の確立を図る。 （１）登校指導や生徒会の挨拶 ※◎
及び 【活動指標】①毎日の登校指導による挨拶の励 運動の結果、挨拶する生徒が増

進路指導 行と遅刻者の減少に向けた指導の徹底。②問 加し、遅刻数も減少した（２月
題行動の未然防止に向けた指導の充実と効果 末現在３８８件、昨年度４８７
的な特別指導の推進。 件）。また、特別指導数も減少

【成果指標】遅刻者数及び問題行動件数の減少。 傾向にある（３月８日現在１０
（２）生徒の希望や適性に応じたキャリア教育 件、４年前から順に６１・２９
の充実に努める。 ・１５・１９件）。

【活動指標】①資料室利用の促進や相談・面談 （２）学校斡旋の就職希望者の
の機会の創出。②企業や大学等の関係諸機関 内定率は１００％、公務員合格
との早期からの連携の強化。 者は５名（過去８年間で最多）

【成果指標】卒業時点での進路未決定者数の減 となった。ただし、進学先未定
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少。 の生徒が数名いる（３月５日現
在）。なお、資料室利用の促進
の一つとして、渡り廊下に机と
椅子を配置し、資料の閲覧等に
活用した。

その他の （１）健康の自己管理（セルフ・ケア）能力の （１）感染症拡大防止のため、 ※◎
生徒支援 育成を図る。 性教育、献血に係る講演会とも

【活動指標】①効果的な啓発機会の創出と感染 ３学年のみの実施となったが、
症防止や健康維持等に対する理解の促進。② 自らの生き方を考えさせる良い
生徒一人ひとりの課題に応じた教育相談（カ 機会となった。また、教育相談
ウンセリング）の推進。 件数は計３０回と、一定の支援

【成果指標】保健室来室者数の減少。 ができた。
（２）豊かな心の育成を図る。 （２）いじめ防止アンケートを ◎
【活動指標】①ＨＲ等での個性や多様な考え等 活用し、いじめ防止に向けた早
を認め合う（いじめや暴力を許さない）環境 期対応に取り組んだ。また、感
の整備。②自立心や自律性、相手を思いやる 染症拡大防止のため、一部、人
心や生命を尊重する心等の育成に向けた学校 権ＬＨＲや講演会が実施できな
総体での取組の推進。 かったが、互いに認め合う大切

【成果指標】学校生活（いじめ防止）アンケー さを訴えるなどのクラス通信を
ト、各種講話、人権ＬＨＲ等の取組の定期的 発行した。
な実施と充実化。

改善課題

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善について、昨年度に引き続き、重点的に取り組む
必要がある。その中で、特に英語の取組の成果を他教科の取組に十分に反映させなければならない。
教育相談にかかわっては、今年度も、課題の多様さや複雑さ、深刻さが目立った。そこで、昨年度に

引き続き、関係諸機関との連携を強化し、個々の状況に応じた適切な支援をさらに充実させなければな
らない。

（２）学校運営等
【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組

項目 取組内容・指標 結果 備考

学校の活性化 （１）授業改善の推進に努める。 （１）研究授業の開催、教材の ◎
【活動指標】①授業等の学校行事の積極的な公 開発や授業実践方法の協議、学
開。②校内外の研修への積極的な参加と継続 習評価に係る校外研修会への参
的な自己研鑽。 加等に適時、取り組んだ。一方

【成果指標】授業公開アンケート等での好評価 で、感染症拡大防止のため、公
の確保。 開授業を中止した。

（２）広報の充実と地域連携の深化に努める。 （２）広報内容の精選に着手し ※
【活動指標】①学校案内やＨＰ等の広報媒体の た。ただし、入学志願者の一定
魅力化。②精選をふまえた上での地域貢献活 数の確保には至っていない。
動への参画。 （３）感染症拡大防止のため、

【成果指標】入学志願者の一定数の確保。 資質の向上には十分に取り組め
（３）教職員の資質の向上を図る。 なかった。しかし、即応性が求
【活動指標】①現職教育等の効果的な実施とコ められる感染症対策について
ンプライアンス意識の日々の醸成。 は、学校全体で適切に取り組め

【成果指標】①不祥事の根絶。②保護者・地域 た。
からの信頼感の向上。

働き方改革 （１）総勤務時間の縮減に努める。 （１）（２）業務内容の精選や ※◎
の推進 【活動指標】①定時退校日（月１回以上）の設 部活動の設置数の削減に着手し
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定と定時退校者の一定数（職員数の９０％） たが、時間外労働が特定の教職
の確保。②部活動休養日（週１日）の完全実 員に偏っている現状は残存して
施。③諸会議の１時間以内での開催の完全実 いる。
施。

【成果指標】①月平均時間外労働の削減（１人
あたり２５時間以下）。②年３６０時間超え
並びに月４５時間超えの時間外労働者の根
絶。③年間休暇取得数の増加（１人あたり１
５日以上）。

（２）業務内容の平準化に努める。
【活動指標】①各分掌等の業務内容の精選。②
部活動の設置数の削減。

【成果指標】組織委員会等での抜本的な改革。

改善課題

昨年度以上に中学校との連携を強化しながら学校の魅力化を進め、入学志願者の一定数の確保を図ら
なければならない。
業務改善については、部活動の設置数の削減等、一層の働き方改革に努めなければならない。

５ 学校関係者評価

明らかになった 「専門性の高い」学校としての取組を積極的にアピールし、入学志願者数の増加や
改善課題と次へ 地域からの信頼度の向上等に努めてもらいたい。また、「ウィズコロナ」も視野に、
の取組方向 ＩＣＴの活用等の新しい教育活動の充実にも尽力してもらいたい。

６ 次年度に向けた改善策

教育活動につい 今年度に引き続き、生徒の自己肯定感・自尊感情をより高めるためにも、特に基礎
ての改善策 学力の定着を図る。また、教育相談等による生徒一人ひとりの課題に応じた適切な支

援の充実に努める。

学校運営につい 今年度に引き続き、入学志願者の確保という点からも、特に地域貢献活動等をとお
ての改善策 した魅力ある教育活動の実践を図る。また、そのためにも、業務内容の平準化等によ

る一層の働き方改革に努める。


